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部‘皆来うる広°こ農き七七三地 ‘U件万て‘みま突凶ま〇割‘ののとる険 け分り凱
分ーさもとこくこと村わパ。・城さ億七件姦契ます破〇す軒合全で研共役が での国合は
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け 五円‘高島—- O と八い‘か‘さ公市兆とこ金
年 。酎知一‘二苓月ま国な道れ庫町二いとを

五―:—五り末すづ公路てな村四つに支
" ～‘0六件で現 °く共ないどな億｀てな払

二九〇ーす在なり施ど度のど円いりう
＇二凶二件二°のあ、町設-‘す政のにままた
五八件六叫 県J'?•"づのわ°府地＄すすめ

件七 0 億 別四 ＜ 胎 た そ 閾 方 な か ° に
七二億四 厨l辿り備くし係公り‘こ

億八千 冥四に充して板共‘これ
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(}） き ごと む
た
だ
し
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l 
の

り）

2日

3日

6日 r

9日

公民食gJ 分館長及び主事会（公民館） 9.0か....12.00 

3オ児占乳幼児検診（正山小学校）

12日川上区小中学校角力大会 9.00 

1 3日公民館分館対抗野球大会

：―-高砂グランドー-

優勝中央分館0チーム

岩谷分餡敬老会

1 1日

5日

1 9日

2 O日

日

日
1

5

 

2

2

 2 8日

2 9 B 

役場） 9.00,_, 15.0 0 

（公民館上） 13.0か--17.00

より来町一-

（肱川中校庭）

下鹿距川部浴

13.0 0 ~ 1 4.0 0 

1 3.3 0,..._, 1 5.3 0 

) 9.0 O ~ 1 2.0 0 

民館）・13.00,.__, 1 5.0 0 

ー五十崎中グランド

，内子』

肱川町役場

定例部落長会 8.00~ 

妊婦検診（役場） 1.8.00,__, 15.0 0 

（役場） 9.30,-....,12.00

) 12.0 0 

肱川，

つ
ま
り
、
食
前
を
食
後
に
飲
む
と
、

め
が
弱
く
な
り
、
食
後
を
食
前
加

と
、
肖
か
悪
く
な
り
ま
す
か
ら
、

ど
森
り
飲
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

（
食
後
）

し
い
訳
み

の
日
」

強

□特
別

動
に

い
て



〗
愛
媛
県
林
業
会
朗
落
成

一

林
業
改
良
指
導
員

た
二
‘
適
期
伐
採

を
、
価
格
変
動
葬
備
金
に
積
立
て

i

場
合
に
は
、
そ
の
積
立
類
は
必
要
経
[
原
木
の
乾
燥
を
良

vす
る
紅
は
枝
`

[
f
莱
の
蒸
散
作
用
（
伶
忙
う
ら
へ
ひ
か
~

[
費
に
な
り
ま
す
。

愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
で
は
か
ね
．

0

赤
字
に
な
っ
た
と
磨
は
、
そ
の
赤
字
[
す
と
い
ぅ
)
に
ょ
る
こ
と
が
大
切
で
＂
臣
{場

す
0

葉
が
少
し
色
つ
い
た
と
思
っ
た
一

て
よ
り
松
山
市
三
拍
町
に
林
業
会
館
を
0

の
金
額
を
、
翌
年
以
降
三
年
間
忙
わ
．

た
っ
て
緑
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
9

ら
三
分
紅
葉
で
す
。
当
地
方
で
は
十

．
廿

建
設
中
で
あ
っ
た
が
、
此
の
程
完
成
去
[

こ
の
ほ
か
、
い
る
い
ろ
と
お
待
に
な
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
が
適
期
で
．

t

ー
る
十
月
二
日
関
係
者
多
数
出
席
、
盛
大
．

ら
常
に
注
意
し
て
適
期
伐
採
を
け
〗

す

。

、

す

か

一
に
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
本
会
館
は
る
特
典
が
た
く
さ
ん
あ
り
方

こ

―
五
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
一
、
冷
．
宵
色
申
告
の
手
続
き
や
帳
簿
の
つ
け
実
行
し
て
下
さ
い
。

tヽ

房
完
璽
組
合
員
の
福
利
厚
生
施
設
と
か
た
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
人
は
お
気
艇
．
三
、
原
木
の
乾
燥

し
＼
し

＿
し
て
宿
泊
、
結
婚
式
場
、
食
棠
等
の
設
こ
尺
税
務
署
へ
ぉ
越
し
下
さ
い
。
ま
た
．
乾
燥
の
良
く
で
き
て
い
る
原
木
ほ

i

、乾

備
が
あ
り
、
組
合
員
の
利
用
を
観
迎
し
ー
商
工
会
で
忠
ど
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
＇
ど
、
菌
の
伸
び
が
良
い
こ
と
は
過
般
・

す
。

i

の
巡
回
指
導
で
承
知
さ
れ
て
い
る
こ
．

て
い
る
°
利
用
希
望
の
方
は
予
め
森
林
：
り
ま

と
と
思
い
ま
す
0

次
の
事
柄
を
観
察

i

組
合
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

◇

肱

川

町

森

林

組

合

表

彰

せ

ら

る

。

、

し

て

適

当

な

乾

燥

が

で

き

て

い

る

か

[

県
森
連
に
於
て
は
林
業
会
館
の
落
威
を
~
し
い
た
砂
増
産

o
J
[

ど
う
か
判
断
し
て
下
さ
い
。

記
念
し
て
、
・
前
会
長
伊
藤
憐
―

l

翁

の

偉

か

ん

ど

こ

ろ

四

、

原

木

の

玉

切

[
適
当
た
乾
燥
が
で
き
た
時
玉
切
作
・

徳
を
顕
彰
す
る
た
め
、
そ
の
胸
像
を
建
‘

業
を
行
な
い
ま
す
0

伏
場
や
楕
場
の

立
し
除
暮
式
を
挙
行
ナ
る
と
共
に
林
政
[
-
、
適
正
規
模
経
営

．．
 

状
況
怠
考
え
て
長
さ
を
決
め
ま
す
か

林
業
の
推
進
l
f
C功
禎
の
あ
っ
た
組
合
並
~
推
茸
で
も
う
け
る
た
め
陀
は
良
い
·

表

lfC
個
人
の
表
彰
か
行
な
わ
れ
た
が
、
当
[
椎
茸
を
増
泣
す
る
こ
と
が
必
両
文
で
あ
当
地
方
て
は
三
尺
五
寸
位
が
模
準
で
●

組
合
喜
北
川
主
鳴
は
優
良
且
合
事
皐
り
、
増
産
す
る
た
め
忙
は
良
い
朽
木
・
ナ
0

尚
次
の
事
柄
に
注
意
し
て
下
さ
]
切

i•H 

翌
紋
者
と
し
て
夫
こ
＂
亙
合
会
長
よ
り
表
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
・
い
。

•
1

ぶ
匂
れ
を
つ
く
ら
ぬ
よ
う
に
切
る
こ
．
＇
不

~
又
、
良
い
楕
木
を
つ
く
る
た
め
匹
は

i

彰
さ
れ
た
。

.
l
A
 

と

。

｝

未

ー

~
伐
採
か
ら
惰
起
し
侭
到
る
間
の
適
正

i

[
た
作
業
と
管
理
か
必
要
で
あ
る
。

2
枯
枝
や
腐
り
込
み
を
取
り
除
く
。
}
木
8

青
色
申
告
を
ど
う
ぞ
／

i

勧

3

虫
食
な
ど
の
被
害
部
分
を
取
り
除
~

．i

こ
ん
な
こ
と
は
今
更
お
話
し
す
る
迄
．
[

vo 

~
も
な
く
、
何
回
か
聞
か
れ
且
つ
自
覚
．

土

4
生
枝
は
高
目

lfC
切
る
。
（
集
・
迎
[

•
さ
れ
て
い
る
事
で
す
が
、
さ
て
呉
際
．

青
色
申
告
に
よ
っ
て
「
ど
ん
な
点
が
~

得
を
す
る
か
」
を
姦
知
ら
せ
し
ま
す
。
~
と
な
り
ま
す
と
、
割
合
に
栢
放
な
経
材
檄
使
用
の
場
合
は
低
く
切
る
）

i
［.,'/ 

で
す
。

[
5

玉
切
後
は
必
要
以
上
の
乾
燥
と
直
~

．． 
い肱

0

青
色
申
告
者
と
生
計
を
い
つ
し
ょ
匠
~
営
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

・
射
日
光
線
を
防
ぐ
。

し
て
い
る
家
族
で
、
も
っ
は
ら
事
業
~
粗
放
な
経
営
と
な
る
原
因
を
考
え
て

i.
6

玉
切
が
遅
く
な
り
、
春
匠
な
る
場
~

に
従
事
し
て
い
る
人
に
支
払
っ
た
給

i

見
ま
す
と
、

与
は
、
そ
の
全
額
が
必
要
経
費
に
な~
L

他
の
農
林
業
の
作
目
か
多
す
ぎ
る
立
合
は
全
幹
集
材
し
て
保
詭
し
て
も

i

゜

よ
い

り
注
す
。

~
2

他
の
農
林
業
の
経
営
規
模
が
大
き
~

0

売

掛

金

な

ど

の

貸

倒

れ

に

よ

る

損

失

’

す

ぎ

る

。

．

に
備
え
て
、
年
末
の
売
掛
金
や
貸
付
~
＆
椎
茸
の
経
営
規
模
が
労
働
力
忙
比
~

金
の
合
計
額
の
五
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
~
し
大
き
す
ぎ
る
。
．

ま
で
の
金
額
を
、
貸
倒
引
当
金
に
繰
ぃ
4

家
酎
l
f
Cお
け
る
椎
茸
収
入
の
ウ
ェ
~

り
入
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
繰
り
入
~
イ
ト
が
小
さ
す
ぎ
る
。

i

れ
額
は
必
要
経
費
匠
な
り
ま
す
。
~
な
ど
の
事
柄
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
~

0

商
品
な
ど
の
値
下
か
り
に
よ
る
損
失
~
従
っ
て
今
後
は
労
働
力
に
見
合
っ
た

i

匹
備
え
て
、
通
常
の
場
合
年
末
た
な

i

適
正
な
規
模
の
経
営
を
行
な
う
こ
と
~

卸
高
の
囮
。
ハ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
金
額
~
が
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
~

昭和 45年10月8日市

長さ 末口径 すぎ ひのさ -a、 つ そ ¢) 他

4.0 m 7 cm下 1 0 5 1 0 7 松パルプ材

8 上 7 0 7 4 1.5m-2.lm 

l 1 2“ 6 1 1 0'1 末口 6cm上

1 6“ 62 1 0 7 4 2 2 4円30銭

4.2 m 3 0” 7 0 1 3 0 5 6 

3.0節 7 下 7 4 7 6 雑バ .,1レプ材

8 上 5 0 5 5 1、5m~2.l m 
l 

末口 6虚上1 3“ 8 1 1 4 5 

3.2 m 1 6 " 7 0 1 2 7 4 2 ] 9円20銭

2.0 m 7 下 3 6 3 7 

8 上 2 2 2 5 松箱材
i 

1 6 I.I 3 2 3 8 2.1 m 

2.1 m 3 0“ 5 4 4 8 末口 14虚上

1.0 m 1 2上 2 0 2 1 i 29［牙～ 32円

6.0 m 1 3上 •8 3 1 6'.( 

6m以上 足場 1m侭つき 50--100

本表は，肱川町内の目動車土幻の価格です。（丈当り）

故に連賃や市場手数料など差引いた忍のですo

県森連椎茸共販所に於ける相場

1.入礼の月日 昭和45年 10月5日

2.価 格 高値 3,4 9 0 

中値 2, 3 5 1 

乎掏 1, 0 6 1 

5 3 0点＆数

4.概況

9月下旬の多雨は気湿高のため杓木をいた

め，加えて過湿女味から芽切り低調全国的

な品不足も手伝って相場は全般に強気配。

セロ 2,・8 0 0....., 3, 0 0 0円

足長変形で2,3 0 0 -.. 2, 5 0 0円

下物がやや下って 1,5 0 0円中心

どんこは強く 2,800円中心

厚肉物も 2,6 0 0..._ 2, 8 0 0円で当分つづ

＜忠のと思われる。

次回市は10月18日， 10月27日です。

5日前位に出荷して下さい。

7, 5 0 0 kg 

1

|

＇

9

|

|

|

]

 



1 1月分字枚粒食廊立哀（予足）
昭和45年 肱川町学校給食センクー

日 パン•生乳 黄の食品 赤の食品 みどりの食品 熱た 量叫． 
んは（質 ， 

曜 でんぷん・ しぼう たんはく質 かいぶん・ ビクミン ＼ 

日 献 立 名 働く力や体福になる 血や肉や骨になる からだを調子よくする 小 学 中 学

2 ス ッティの スバゲッティ•油 ソーセージ・粉チーズ にんじん・キャベッ 7 2 0 9 0 9 
9‘ 

旧） ナポリクン 玉ねぎ・グリンピース 2 4.6 3 0. 1 

； 

4 豚肉・かま低こ 6 5 2 8 3 7 

枷
きつねうどん うどん

てんぷら・油あげ
玉ねぎ・ねぎ

2 4.3 3 0.0 

5 カレシチュー じゃがいも・マカロニ 豚肉・脱脂粉乳 忙んじん，玉ねき‘ 7 1 6 8 4 2 

，困 チーズねりこみパン 油 粉チーズ ねぎ 2 5、8 3 5. 1 

6 じゃがいも・さとう
いそ煮 ひじき・にんじん 7 0 6 8 7 1 

油 油あげ。かまぼこ
綸 クリンピース 2 4.2 3 0.4 

， 人参•もやし・キャベッ 807 1, 0 3 4 

旧）
焼きそば 中華そは・油 豚肉・ちくわ

玉ねぎ・ねき‘̀ 2 6.0 3 0.7 

1 0 ぜんざい・果物 小麦粉・白玉粉 あずき 8 6 8 1,082 ：． 

軟 マーガリン さとう 脱脂粉乳
くだかの．

2 6. 3 2 8. 7 '，‘’ 
. •. 

1 1 
厚あげのそ殴る煮

マロニー・さとう 鶏ひき肉・厚あげ 6 9 9 8 9 1 

け灼 油 ちくわ
にんじん・はくさい

2 9.1 3 7.2 

l ~ ポテトサラクで・マーガリン じゃかいも・マヨネーズ ソーセージ キャベッ・にんじん 7 9 3 9 8 1 

休 CLOニューココア スパゲッティ 粉チーズ 玉ねぎ・みかん（缶） 2 a. 9 3 0. 7 

l 3 白易フライ（たれ付き） 白身魚・豆腐 玉ねき‘‘•わかめ 7 1 3 882 

綸 みそ汁
さつまい心・油

油あけ・みそ ねぎ 3 2.6 3 ~;'.P. 
··•・ヽ 

1 6 ＼ 豚肉。かま院こ にんじん。もやし 8 1 4 1,043 

U:I) 
中華そは 中華そば

てんぷら ねぎ 2 6.7 3 3. 4 : 

1 7 
親子煮

じゃがい忠・油 鶏肉・たまど にんじん・玉ねき‘ 7 2 2 8 9 5‘' 

歓） さとう かま栢在こ は（さい 2 7. 7 3 4. 1 

1 8 ホワイトシチュー さつまい略，マカロニ
牛肉・粉チーズ

にんじん・玉ねぎ 7 8 9 1, 0 1 0 

閲 ぶどうパン スイートコーン グリンピース・いーズン 2 3. 9 3 0.5 

1 9 じゃかいものそぼる煮 じゃかいも・油 鶏ひき肉・ちくわ にんじん・玉ねぎ 6 9 7 8 8 0 

困 肝油ドロップC さとう てんぷら 肝油ドロ｛ップC 2 5. 4 3 2.4 
: ： 

2 0 ⑨揚げパン
豆腐・みそ令油あけ

にんじん・はくさい 6 4 1 8 1 7 

綸 ＠ぶどうパン9>みそ汁 油・さとう
わかめ・ねぎ・レーズン 2 4. 9 3 0.9 

2 4 たまど・かまぼこ 6 4 0 8 3 1 

紺
卵うどん うどん

てんぷら
玉ねぎ・ねぎ

2 4.1 3 1.4 

2 5 さとい心・じゃがい心 こんにゃく嶋大根 6 9 6 8 8 0 

詠）
おでん風煮

さとう
かま殴こ。厚あけ

わかめ 2. 4. 7 3 2.7 I ; 

2 6 大学いも さつまいも・油 ウィンナーソーセージ 8 4 5 8 3 7 
Rゥィンナーソー七ージ さとう b ごま ちくわ レーズン・くだ忍の

くだもの

困 Rきつねうどん うどん 鶏肉・天ぷら・i田あげ 人参・玉ねぎ・ねぎ
； L. 

2 5. 8 3 0曹。

2 7 ⑨きつねうどん うどん 鶏肉・天ぷら・油あけ 人参・玉ねき‘.，ねぎ 6 5 2 1,045 

〶大ウく学ィだンいもナのーもソーセージ さつまいも。油 ウィンナーソーセージ
レーズン・くだもの綸 さとう・とま ちくわ 2 4.3 3 2.6 

、．~

3 0 
けんちん汁 鶏肉いl田あけ・豆腐

ねぎ・はくさい

(}:j) 
じゃがい怠

大根・にんじん

1材料の都合により，献立を一部変更することかあります。



肱
川
農
協
共
済
推
進

目
標
達
成
に
つ
い
て

農

だ

よ

り

8 4 5.1 0.2 O 

-`□―
 

‘, 
小

藪

岩

谷

宇
和
川

原
料
の
八
割
が

米

船
賃
も
四
＼
五
割
ア
，
プ

ー
な
ぜ
上
が
る
え
さ
の
値
段
ー

三
橋
さ
ん
、
最
近
、
畜
産
物
の
値

．
七
百
ト
ン
、
沖
縄
の
三
万
五
千
三
百
ト
・
八
五

0
万
四
、
ニ
―
六
ト
ン
で
、
前
年
．
農
家
の
暖
房
器
具
の
普
及
率
は
七

0
%
．

~
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
五
千
ト
ン
~
の
九
七
二
万
九
、
二
四
四
ト
ン
よ
り
一
：
を
越
え
る
と
言
わ
れ
て
姦
り
ま
す

0

電

i

i
ペ
ル
三
千
三
百
ト
ン
の
順
で
あ
る
。

i
二
0
万
ト
ン
、
約
―
―
―
-
％
の
減
と
な
っ
こ
気
、
ガ
ス
、
石
油
等
何
ら
か
の
ス
ト
ー
~

i
輸
出
さ
れ
た
米
の
な
か
に
は
国
内
で
評
二
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
と
し
実
施
し
た
~
プ
が
皆
さ
ん
の
御
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
~

~
判
の
悪
い
と
い
わ
れ
る
北
海
道
の
古
米
」
生
産
調
整
が
一
応
反
映
し
た
も
の
と
み
~
ま
す
が
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
等
~

~
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
「
現
地
：
ら
れ
て
い
る
。

3
器
具
に
よ
る
災
害
事
故
も
普
及
率
に
比
~
答
え
る
人

肩
し
て
年
々
増
加
を
し
て
い
ま
す
0

器
i

全
購
連
会
長

~
の
産
米
と
食
味
の
ひ
ら
き
が
な
く
ウ
マ
~

~
鰺
家
の
光
一
六

0
円

i
ィ
」
と
バ
キ
ス
ク
ン
か
ら
好
評
な
報
告
[
農
林
省
人
事
呉
動
｀
〖
は
使
用
前
に
充
分
点
検
を
し
て
不
備
[
開
v
人

；
な
物
は
取
替
え
る
か
完
全
に
整
備
し
て
~
共
同
通
信
論
説
委
員

る
。

i

攣

地

上

一

四

0
円

：

が

食

糧

庁

に

は

い

っ

て

い

；
子
供
の
光
一

0
0
円
~
．
中
国
四
国
農
政
局
長
小
山
義
夫
（
農
;
必
ず
使
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い

0

:

寺

山

義

雄

氏

]
特
に
十
二
月
号
は
家
計
簿
の
付
録
付
で
~
地
局
管
理
部
長
）
、
名
古
屋
営
林
局
長
]
特
に
ガ
ス
ス
ト
ー
プ
は
ホ
ー
ス
継
手
等
[
最
近
ヽ
飼
料
の
値
上
げ
問
題
が
ク

」
白
根
健
也
（
大
臣
官
房
経
理
課
長
）
、
こ
に
は
石
け
ん
水
等
で
良
く
確
か
め
て
点
[
ロ
ー
ズ
ア
ツ
ブ
さ
れ
て
、
畜
産
農
家

[
農
政
の
う
ご
き

~
二
五
0
円

八
月
一
日
以
来
推
進
を
し
て
苓
り
ま
し

i

[

農

地

局

管

理

部

長

掘

川

春

彦

（

食

糧

庁

エ

火

さ

れ

た

い

。

：

の

関

心

を

集

め

て

い

る

。

こ

れ

は

、

総
務
課
長
）
、
大
臣
官
房
経
理
課
長
有

i

十

一

月

予

約

斡

旋

品

目

：

わ

が

国

最

大

の

輸

入

先

で

あ

る

ア

メ

た

当

農

協

共

済

運

動

の

成

果

が

十

月

十

ぃ

米

の

輸

出

伸

び

る

[

訟
晃
（
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局

i-、

公

団

用

流

し

台

；

リ

カ

の

ト

ウ

モ

ロ

n
シ
の
主
要
産
地

大
ど
こ
ろ
は

日
現
在
で
三
億
二
千
萬
の
予
約
を
達
成

i

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
う
し
た
~
~
豚
肉
の
供
給
予
算
〗
総
務
課
長
）
、
大
臣
官
房
調
査
課
長
平
．
一
、
も
ち
つ
き
機
卓
上
型
」
に
原
因
不
明
の
葉
枯
れ
病
が
発
生
し

目

標

三

億

円

を

大

き

く

上

廻

る

実

績

…

韓

国

向

け

ぃ

弘

（

同

、

調

査

官

）

、

農

林

水

産

技

術

二

、

ガ

ス

レ

ン

ジ

圧

電

式

そ

、

大

幅

な

減

収

は

避

け

ら

れ

な

い

農
林
省
は
こ
の
液
ど
八
月
一
日
現
在
韮
口
事
務
局
総
務
課
長
井
上
嘉
丸
（
大
臣
[
-
石
油
、
ガ
ス
、
ス
ト
ー
プ
：
と
い
う
予
測
の
低
か
、
副
原
料
の
需

あ
げ
る
こ
と
の
出
来
ま
し
た
こ
と
は
農
~

協
運
動
に
と
っ
て
こ
の
上
も
な
い
喜
び
]
白
米
、
古
々
米
が
外
国
で
人
気
を
集
め
~
で
調
査
し
た
豚
の
飼
育
頭
数
茶
よ
び
九
．
官
房
調
査
課
長
）

i

予
約
斡
旋
特
別
価
格
を
御
利
用
下
さ
い
？
要
増
に
よ
る
価
格
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に

5

船
運
賃
の
上
昇
な
ど
の
値
上
げ
材
料

で
あ
り
ま
す
0

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
~
て
い
る

0

政
府
が
過
剰
米
対
策
の
ひ
と
．
月
か
ら
十
二
月
の
肉
豚
供
給
予
察
を
発
『

し
た
推
進
妾
員
の
方
々
又
組
合
員
の
皆
~
つ
と
し
て
す
す
め
て
い
る
米
の
海
外
輸
』
表
し
た
0
•

四
十
四
養
殖
年
度
浅
海
殖
業
，
．
が
加
わ
っ
て
き
た
た
め
だ

0
．
と
く
に

[

+

―

月

集

配

予

定

日

玉

国

の

減

収

の

影

響

は

大

き

く

、

シ

様
方
に
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
~
出
が
九
月
末
現
在
、
四
十
三
年
産
米
を
[
そ
れ
に
よ
る
と
、
総
頭
数
は
七
一
八
＂
生
産
量

．
｀
丁
カ
ゴ
市
の
穀
物
市
場
で
は
、
最
近
大

丁
中
心
に
百
十
三
万
八
千
九
百
ト
ン
に
達
万
六
、

8
0頭
（
前
年
対
比
一
八
％
・

す
0

尚
こ
の
運
動
は
本
年
度
い
っ
ば
い

続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
．
し
た
。
〗
増
）
で
、
前
回
に
引
宮
続
き
、
大
幅
な
．
農
林
省
統
計
調
産
部
が
こ
の
ほ
ど
発
・
十
一
月
四
日
水
月
野
小
藪
[
黍
騰
の
状
況
を
呈
し
て
い
る

o

ろ
し
く
苓
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
~
こ
の
米
の
海
外
輸
出
は
「
外
国
政
府
な
．
伸
び
を
示
し
て
姦
り
、
初
め
て
七

0
0

』
表
し
た
四
十
四
年
養
殖
年
度
の
養
殖
年
丁
十
一
月
克
日
木
宇
和
川
南
[
全
購
連
で
は
こ
ぅ
し
た
状
況
の
な

：
ど
に
対
す
る
米
穀
の
売
り
渡
し
た
関
す
二
万
台
に
な
っ
た
0

地

城

別

に

は

、

東

北

』

度

の

養

殖

業

生

産

量

に

よ

る

と

、

：

十

一

月

七

日

土

谷

口

i

か
で
、
畜
産
農
家
の
経
営
を
守
る
上

1

四
十
四
年
度
養
殖
年
度
（
四
十
四
〗
十
一
月
十
日
火
宇
和
川
北
．
か
ら
原
料
買
付
け
、
ア
フ
リ
カ
の
開

家

の

光

＊

地

上

の

；

る

暫

定

措

置

法

」

に

も

と

ず

い

て

最

虞

九

州

の

伸

び

が

大

き

く

な

っ

て

い

る

。

]
発
な
ど
幅
広
い
飼
料
対
策
の
拡
充
を

、

こ

一

十

年

0
代
金
延
ぺ
払
で
行
な
わ
れ
る
．
子
取
り
用
め
す
頭
数
は
八
五
万
一
、

0

年
四
月
＼
四
十
五
年
三
月
）
の
浅
海
ェ
十
一
月
十
二
日
木
・
大
谷

8

頭
（
前
年
対
比
一
八
％
増
）
で
総
~
養
殖
業
の
総
生
産
量
は
五
三
万
九
、
．
十
一
月
十
七
日
火
月
野
小
藪
は
か
っ
て
い
る
が
、
さ
る
九
月
二
十

：
も
の
で
七
百
五
十
万
ド
ン
も
か
か
え
た
~

普
及
に
つ
し
て
~

今
回
「
家
の
光
」
の
全
戸
普
及
で
組
合
＂
古
米
処
理
に
大
き
な
役
割
り
を
は
た
し
頭
数
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
姦
り
、
依

]
0
0
0ト
ン
で
、
前
年
度
を
一

0dfo
．
十
一
月
十
九
日
木
宇
和
川
南
．
七
日
の
農
協
ア
ワ
ー
「
明
日
を
ひ
ら

員
家
族
の
暮
し
を
設
計
す
る
運
動
と
し
~
て
い
る

0

食
糧
庁
の
調
ぺ
に
よ
る
と
海
ぷ
然
と
し
て
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
~
上
回
り
、
史
上
最
高
と
な
っ
た
。
口
丁
一
月
二
十
一
日
土
谷
口
＂
く
」
で
は
、
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、

て
長
期
購
読
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
現
口
外
輸
出
で
好
調
な
政
府
手
持
米
は
こ
と

9

肉
豚
供
給
予
察
は
、
九
月
か
ら
十
二

:
2

養
殖
種
別
に
み
る
と
、
の
り
養
殖
＂
十
一
月
二
十
四
日
火
宇
和
川
北
＂
こ
の
殴
ど
ア
メ
リ
カ
の
飼
料
事
情
を

在
ま
で
婦
人
会
を
通
じ
て
毎
月
百
部
て
~
し
の
秋
で
、
古
、
々
、
々
米
に
な
る
四
五
刀
の
月
間
平
均
予
想
供
給
頭
数
が
一
〇
~
業
（
ニ
ニ
万
ト
ン
で
前
年
対
比
八
一
、

1
丁
十
一
月
二
十
六
日
木
大
谷
~
視
察
し
て
き
た
三
楠
全
賭
連
会
長
と

い
ど
配
本
し
て
居
り
ま
す
0

内
容
も
大
：
十
二
年
産
米
百
十
万
ト
ン
、
古
々
米
に
[
―
万
三
、

0
0
0
頭
（
前
年
対
比
二
四

i
％
増
）
と
、
は
戎
ち
養
殖
業
（
三
万
i
’
~

寺
山
義
雄
共
同
通
信
論
説
委
員
の
対

~
七
、

0
0
0

ト
ン
で
前
年
対
比
一
九
[
;
談
゜

変
良
く
な
っ
て
苓
り
三
百
ペ
ー
ジ
に
及
~
な
る
と
四
十
三
年
度
産
米
二
百
七
十
万
ぃ
9
~
o
J
o

増
）
と
な
っ
て
い
る
。

ヽ

ぶ

冊

紙

に

な

っ

て

姦

り

ま

す

°

毎

月

健

：

ト

ン

古

米

に

な

る

四

十

四

年

産

米

三

．

％

増

）

の

伸

び

か

目

立

っ

た

o

l

替

油

配

達

日

[
四
十
互
年
産
米
の
事
前
売
渡
~

全
な
雑
誌
が
配
本
さ
れ
る
こ
と
は
家
庭
玉
口
九
十
万
ト
ン
の
合
計
七
百
七
十
万
卜
"

に
と
っ
て
何
か
明
る
い
希
望
を
あ
た
え
：
ン
だ
が
輸
出
の
花
形
は
四
十
三
年
産
米

i

し
申
込
み
結
果
~
十
一
月
士
二
日
金
[

暖

房

器

具

の

王

一

月

二

十

日

金

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
0

色
々
」
四
十
四
年
産
米
の
六
百
六
十
万
ト
ン
・

な
意
味
で
勉
強
に
な
る
家
の
光
、
地
上
~
饂
の
過
剰
米
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
し

i

食
糧
庁
は
こ
の
筏
ど
、
八
月
三
十
―
[
佃
巴
用
時
四
即
？
か

来
ま
し
た
~

を
是
非
読
ん
で
下
さ
い
。
元
国
は
韓
国
の
六
十
三
万
七
千
四
百
卜
五
で
締
切
っ
た
四
十
五
年
産
米
の
事
前
~

[
h
[

｀
胃
｀
｀
□[
：
｀
十
〗
[
[
三
口

[
/
[
[
[
9
[
[

〗
汀□丘
汀
。

対

部
眺

国 橋

誠
氏 工



奥
さ
ま
メ
モ

野
さ
い
や
、
く
だ
も
の
は
皮
を
む

い
た
り
切
っ
た
り
す
る
前
に
洗
い

ま
し
ょ
う
0
切
っ
て
か
ら
水
に
つ

け
た
り
し
た
の
で
は
へ
栄
養
が
逃

げ
て
し
ま
い
、
大
変
損
を
し
ま
す

ま
た
大
根
の
葉
に
は
根
の
五
倍
も

の
ピ
ク
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

,

'

,

、

9
,
9

殿
が
だ
い
ぶ
微
妙
な
動
き
を
し
て
い
羞
三
桶
こ
れ
春
秋
の
筆
法
を
も
っ
て
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
え
さ
の
減
反
は
三
割
•
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
籍
日
本
は
買
う
側
の
大
手
・
で
，
す
ね
0
去
年
の
を
含
め
て
古
々
米
を
払
い
出

と
こ
れ
ば
、
鉄
鋼
が
非
常
に
い
い
値
段
で
し
．
カ
ナ
ダ
は
小
麦
を
五
割
、
そ
れ
に
し
て
[
•
ハ
の
需
訣
が
ふ
え
て
，
き
た
ん
で
す
0

:
三
橋
そ
う
で
す
・
9

諸
外
固
に
売
っ
て
[
し
な
さ
い
ヽ
と
い
う
こ
と
で
、
政
府

る
わ
け
で
す
が
、
卵
な
ど
は
、
ひ

。
え
さ
の
需
要
が
ね
。
そ
れ
も
値
段
[
い
る
の
は
援
助
物
資
と
か

Aヽ

そ
れ
か
ら
[
は
六
万
ト
ン
払
ぃ
出
し
て
、
こ
れ
を

ー
、
ぺ
ら
筏
う
に
安
く
て
巖
家
は
泣
い

9

よ
う
0
鉄
鋼
を
つ
く
る
の
に
コ
ー
ク
ス
：
も
、
日
本
に
く
ら
べ
ま
す
と
そ
う
と
う

ろ
．

を
強
く
す
る
原
因
の
ひ
と
つ
と
い
う
わ
現
金
で
売
っ
て
た
い
ん
で
す
ね
0
日
本
・
現
実
に
え
さ
化
し
て
い
る
わ
ザ
で
す

―
ち
ゃ
っ
て
い
る
0
と
こ
ろ
が
、
や
や
、
~
か
い
る
0
石
炭
が
い
る
。
そ
れ
か
ら
石
＂
な
も
の
で
す
ね
。

景

近

、

値

が

も

ち

直

し

て

値

上

り

に

な

油

の

関

係

、

こ

れ

な

ん

か

も

船

が

な

い

三

梧

ア

メ

リ

カ

で

は

生

産

調

整

を

や

け

で

す

ね

0

で

は

現

金

の

い

ち

ば

ん

い

い

バ

イ

ヤ

ー

．

わ

れ

わ

れ

と

し

て

、

丙

0
万
ト
ン
と

ゼ
ン
チ
ー
で
、
向
う
自
身
も
認
め
て
お
る
わ
け
で
．
か
、

1

四

0
万
ト
ン
ど
か
払
い
下
げ

i

っ

て

い

る

。

．

わ

け

で

す

。

そ

れ

で

船

賃

が

暴

勝

し

た

●

れ

と

い

う

け

れ

ど

も

、

い

ま

の

共

和

党

三

橋

そ

う

で

す

0

従

来

ア

ル

．
ン
か
ら
私
の
ほ
う
は
年
間
五
万
ト
ン
ぐ
・
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
い
い
た
い
こ
と
[
た
さ
ぃ
と
要
請
し
て
ぉ
る
ん
で
す
o

そ
れ
か
ら
、
フ
ロ
イ
ラ
ー
な
ど
も
値
＂
日
本
の
鉄
鋼
は
世
界
的
に
た
く
さ
ん
輸
口
は
つ
く
る
だ
け
つ
く
っ
て
売
ろ
う
、
と

i

が
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
~
出
し
て
苓
る
し
、
い
い
ん
だ
が
、
わ
れ
こ
い
う
共
和
党
自
体
の
政
策
な
ん
で
す
ね
ご
ら
い
買
っ
て
お
っ
た
わ
け
で
す
桜
。
~
を
い
っ
て
き
た
わ
け
で
す
0
.
®
そ
れ
は
安
い
値
段
で
払
い
下
げ
る

1
こ
だ
民
主
党
政
策
を
受
け
て
い
る
か
ら

5

船
賃
が
上
が
る
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
穀
~
鬱
そ
の
反
響
は
ど
う
で
す
か
。
ん
で
す
な
。

豚
肉
な
ど
も
長
い
目
で
見
る
と
低
迷
と
~
わ
れ
に
い
わ
せ
ば
、
鉄
鋼
業
者
は
も
う
ー
・

い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
し
か
し
．
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
農
そ
う
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
0
・
物
は
ョ
ー
ロ
ッ
。
ハ
に
い
っ
ち
ゃ
う
と
、
~
三
栃
ま
あ
、
は
っ
き
り
向
う
は
わ
れ
[
三
橋
も
ち
る
ん
輸
入
価
格
ょ
り
安

．
カ
ナ
ダ
で
は
、
平
均
耕
作
面
積
か
八
；

J

う

い

う

関

係

で

す

ね

。

一

わ

れ

の

論

議

の

席

の

外

に

傍

観

し

て

い

[

<

し

な

い

と

い

か

ん

で

す

ね

。

に
し
て
も
畜
産
物
価
格
が
微
妙
．
協
と
し
て
は
困
る
と
い
う
わ
け
だ
。

い
ず
れ

i
〔
〇
〇
エ
ー
カ
ー
だ
か
ら
、
五
割
ぐ
ら
い
．
。
な
に
か
三
橋
さ
ん
は
、
最
近
、
農
協
)
る
か
ら
い
わ
な
い
け
れ
ど
、
か
な
り
反
~
。
全
購
連
は
海
外
か
ら
安
く
、
し
か

な
と
こ
る
に
き
て
い
る
。
こ
れ
は
農
家
~

ヽ
．
人
の
首
脳
部
一
行
と
い
っ
し
ょ
に
ア
メ
リ
・
響
は
あ
っ
た
と
み
て
い
る
わ
け
で
す
叔
も
、
大
量
に
え
さ
を
連
ぶ
た
め
に

．
生
産
調
整
を
や
っ
て
も
乎
気
な
ん
で

に
と
っ
て
重
要
な
点
で
す
が
、
え
さ
の
~
．

9，
ず
：
日
本
で
も
生
産
調
整
を
や
っ
て
金
が
も
ヵ
と
カ
ナ
ダ
を
回
っ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
＂
ね
0
.
,
•
·
.
,
,

j

専
用
船
を
つ
く
っ
て
い
る
そ
う
で
す

ゞ

よ

値

段

が

上

が

る

の

で

は

な

い

か

と

ピ

ク

・

オ

ー

ノ

l
t

竺
9

、

9

べ
予
う
か
っ
た
の
で
旅
行
に
い
っ
た
と
い
う
，
た
、
と
い
う
こ
と
を
き
い
た
わ
け
で
ナ
し
か
し
、
こ
れ
で
も
畜
産
農
家
は
困
戸
な
0
現
在
、
何
ば
い
ぐ
ら
い
船
を
も

ピ
ク
し
て
い
る
わ
け
で
す
＿

J‘,

の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
カ
ナ
ダ
の
農
民
が
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
は
え
さ
の
値
]
だ
ろ
う
0
根
本
的
に
日
本
の
畜
産
は
セ
．
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

そ

れ

で

、

全

購

連

で

は

か

な

り

大

量

・

ー

減

反

説

S

．
段
、

羞

万

博

に

来

て

い

る

例

が

た

く

さ

ん

あ

[

え

さ

O
問
題
と
も
関
係
し
て
ぃ
た
；
ッ
あ
：
Q

ぺ
き
か
き
め
る
べ
き
だ
し
ヽ
こ
二
l

一
橋
現
在
ヽ
四
は
ぃ
あ
る
ん
で
す

に
え
さ
を
扱
っ
て
い
る
ん
で
、
き
ょ
う
．

~
る
ん
で
す
よ
0
だ
か
ら
、
五
割
ぐ
ら
い
」
わ
け
で
す
か
0
'
;
れ
は
全
購
連
自
体
じ
ゃ
き
ま
ら
ん
か
ら
．
が
、

は

ひ

と

つ

一

＿

一

橋

さ

ん

か

ら

、

え

さ

の

値

；

米

，

＇

国

．

、

，

や

か

て

五

は

い

に

な

る

わ

け

で

[
や
っ
て
も
平
気
な
ん
で
す
ね
。
三
一
橋
行
く
ま
え
は
政
治
的
な
こ
と
を
~
政
府
に
要
請
し
て
き
め
て
も
ら
う
と
い
~
す
ね
。

•
そ
れ
で
も
3
\
5
割
調
整
、
＇
~
｀

段
は
な
ぜ
上
が
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
□

カ
ナ
ダ

抜
き
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
農
業
団
体
：
う
こ
と
で
、
奨
励
費
だ
と
か
、
い
る
い
~
®
一
雙
当
た
り
何
ト
ン
ぐ
ら
い
：
＇
。

を
わ
か
り
や
す
く
寂
話
を
き
き
た
い
と
、
．
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
を
回
っ
て
こ
ら

i
•

ま
ぁ
減
反
の
話
は
と
も
か
く
と
し
て
．

：
と
日
本
の
農
業
団
体
の
代
表
と
で
友
好
~
ろ
な
形
で
冷
う
少
し
安
く
し
ょ
う
と
い
’
―
―
―
橋
四
、
五
万
ト
ン
で
す
，
ね
。

い
う
わ
け
で
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
：
れ
て
ア
メ
リ
カ
で
は
小
麦
と
か
、
え
さ
二
問
題
の
え
さ
の
値
上
げ
、
全
賭
連
は
ど

を
保
ち
に
い
こ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し

}
9
内
容
を
含
ん
だ
の
が
さ
っ
き
の
数
字
~
®

え
さ
の
値
段
、
ど
う
し
て
上
が
る
ん
で
．
な
ど
、
減
反
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が

(
3

く
ら
い
上
げ
る
つ
も
り
な
ん
で
す
か
。
~
．
と
こ
る
で
、
全
購
連
は
目
先
き
の

；
ん
さ
の
値
上
げ
の
問
題
に
つ
い
て
い

す

か

0

カ

ナ

ダ

の

小

麦

は

、

わ

れ

わ

れ

日

本

に

．

＿

m
-

橋
商
社
は
、
七
月
に
二
千
四
百
、
・
た
け
れ
ど
も
ね
。
お
の
ず
か
ら
グ
レ
ー
な
ん
で
す
ね
。

三
橋
こ
れ
は
、
世
界
の
え
さ
の
原
料
二
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
で
い
え
ば
茸
百
円
か
ら
二
千
八
百
円
ぐ
ら
い
上
げ
フ
フ
ル
ー
ツ
の
問
題
、
生
産
調
整
の
問
~
鬱
な
る
殴
ど
ね
0
え
さ
は
姦
米
と
違
っ
，
る
い
ろ
話
は
き
き
ま
し
た
け
れ
ど
も

は
ア
メ
リ
カ
が
五
割
か
ら
六
割
ぐ
ら
い
お
米
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
0
小
麦
が
ら
と
い
う
声
明
を
各
社
で
出
し
た
わ
け
、
題
：
，
．．． 
0

．

て

自

由

販

売

で

す

わ

な

0

だ

か

ら

、

し

政

将

来

、

長

く

日

本

の

農

業

は

続

く

わ

；
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
と
い
う
の
は
‘
[
府
に
な
ん
で
も
か
ん
で
も
茶
願
い
す
る
こ
け
で
す
ね
0
い
っ
た
い
、
ど
う
い
う

占
め
て
い
る
わ
け
で
す
ね
0
全
購
連
と
五
担
剰
生
産
な
の
で
九
割
減
反
し
て
い
る
．
で
す
。

。
~
自
由
化
の
問
題
で
す
な
0
，
丁
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
ぅ
長
期
対
策
が
あ
る
ん
で
す
か
。

し
て
も
以
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
依
存
に
よ
：
と
い
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
＾
品
回
題
に
~
。
一
ト
ン
当
た
り
：
·
·
:

ら
な
い
で
、
ク
イ
と
か
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
[
っ
い
て
見
て
来
た
卒
直

O
と

こ

ろ

を

]

モ

蒋

え

え

o
全
購
連
は
ヽ
私
か
ァ
メ
」
云
悔
え
え
o
そ
れ
か
ら
生
産
調
整
の
:
か
ヽ
政
府
の
玄
E

産
政
策
ヽ
と
り
わ
け
‘
二
そ
商
私
と
し
て
は
ヽ
束
南
ア
ジ
ァ

・
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
、
九
月
一
日
に
役
員
二
問
題
で
は
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
マ
イ
~
え
さ
の
政
策
に
対
し
て
全
贈
連
と
し
て
[
•
タ
イ
の
開
発
輸
入
、
ひ
い
て
は
ア

0
ぃ

、
南
ア
と
か
多
方
面
で
買
苓
う
と
い
'
[
お
話
し
願
い
た
い
と
思
う
ん
で
す
が

ロ
ひ
い
て
は
え
さ
の
問
題
で
は
だ
い
~
ど
う
い
う
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
わ
け
・
フ
リ
カ
と
く
に
エ
チ
オ
ビ
ア
あ
た

こ
と
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
・
三
橋
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ

n

¥
会
を
や
っ
て
原
案
を
出
し
た
わ
け
で
す
。
[[

ぶ
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
0

:
 :

で

す

か

。

．

五

り

の

、

国

が

ら

も

、

政

情

も

い

い

と

シ
、
マ
イ
ロ
を
三
割
減
量
さ
せ
奨
励
金
~
そ
れ
は
、
ず
ば
り

l
ト
ン
に
つ
い
て

れ
は
船
賃
の
関
係
と
か
、
で
き
、
不
で
[

；
ア
メ
リ
カ
の
え
さ
の
場
合
、
三
橋
ぎ
三
橋
わ
が
国
で
は
、
飼
料
需
給
安
定
[
い
ぅ
ょ
ぅ
な
と
こ
る
の
開
発
輪
入
を

き
の
関
係
で
、
や
は
り
日
本
で
は
ア
メ
]
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
0
カ
ナ
ダ
•
あ
く
ま
で
も
の
に
よ
っ
て
違
ぅ
ん
で
す
~

リ
カ
紐
盟
八
割
な
ん
で
す
。
．
で
は
五
割
な
ん
で
す
0
日
本
の
国
内
で
り
か
ら
、
平
均
で
二
千
二
百
七
十
円
上
げ
＇
ん
は
、
船
賃
そ
の
他
が
四
、
五
割
上
が
[
法
と
ぃ
う
法
律
が
ぁ
る
ん
で
す

o
そ
の
:
し
よ
,
‘
そ
れ
か
ら
ヽ
船
も
効
率
を

る
と
い
う
、
そ
う
い
う
交
渉
も
や
っ
て
~
飼
料
需
給
安
定
法
の
審
議
会
を
開
き
な
~

ょ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
．

そ

う

い

う

こ

と

で

、

ア

メ

リ

カ

の

値

こ

は

大

蔵

省

と

か

、

あ

た

た

が

た

の

友

だ

こ

ま

し

＇

・

上

げ

て

、

フ

ル

連

転

を

ゃ

る

う

と

い

段
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
わ
け
な
ん
で
；
？
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
い
わ
ゆ
る
農
こ
す
が
、
し
か
し
、
こ
れ
じ
ゃ
困
る
だ
る

i
き
た
わ
け
で
す
か
。
~
さ
い
，
〇
そ
し
て
、
政
府
も
で
き
る
だ
け
：
う
計
画
を
も
っ
て
苓
り
ま
す
。

三
橋
交
渉
と
い
う
か
、
農
務
長
官
、
~
調
整
保
管
分
を
も
て
と
か
v

政
府
も
払
~

い
う
の
で
、
か
ね
て
全
購
連
の
制
~

す

。

二

政

通

は

九

割

や

っ

て

い

る

と

い

う

け

れ

；

う

と

五
辰
務
次
官
、
政
府
の
首
脳
部
と
半
日
‘
[
い
下
げ
を
や
れ
と
か
、
そ
う
い
う
要
請

i

。
船
賃
と
い
う
と
、
ひ
と
こ
ろ
に
く
ら
ど
、
こ
れ
は
ぅ
そ
の
か
わ
で
、
ア
メ
リ
~
度
と
し
て
つ
く
っ
て
い
る
価
格
安
定
基i・

ワ
シ
ン
ト
ン
の
農
商
務
省
で
、
同
問
通

i

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
審
議
[

i
ぺ
て
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
は
き
き
ま
云
ん
で
は
三
割
、
カ
ナ
ダ
で
五
割
、
そ
り
：
金
が
あ
り
さ
す
ね
Q

こ
の
基
金
を
ト
ン
~

し
ょ
」
訳
で
質
疑
応
答
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。
~
会
を
や
っ
て
も
具
体
的
に
い
か
な
い
ん
~

し
た
け
れ
ど
も
、
ど
の
く
ら
い
船
賃
が
；
や
、
九
割
や
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
~
当
た
り
千
二
百
五
十
円
出
し
ま
．

一
上
が
っ
て
い
ぢ
ん
で
す
か
。
●
通
年
一
＿
一
割
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
と
~
う
。
そ
う
す
る
と
千
二
十
円
上
が
っ
た
[
そ
の
中
で
、
ぇ
ざ
の
上
が
る
の
は
け
し
~
で
す
ね

o
~

~
か
ら
ん
、
お
前
の
国
に
八
割
も
依
存
し
~
要
は
、
わ
れ
わ
れ
い
ま
ま
で
禁
句
に
~

]
三
橋
ま
ぁ
、
四
＼
五
割
で
し
ょ
う
ね
。
：
し
、
七
割
五
分
匠
ど
ゃ
ら
せ
よ
う
と
思
＂
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

~
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
、
安
く
し
た
ら
ど
[
し
て
ぃ
わ
な
ぃ
こ
と
に
し
て
お
っ
た
け
~

ー
。
そ
れ
で
、
日
本
の
農
家
に
渡
す
え
さ
~
っ
た
け
ど
、
予
算
が
な
く
て
、
三
割
と
~

｀
ふ
、
と
い
う
や
つ
を
や
っ
た
わ
け
で
：
ど
、
背
に
腹
は
か
え
ら
れ
ん
。
米
が
こ

i

-
の
値
段
も
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

:
9
わ
せ
る
と
、
五
割
生
産
調
整
を
や
っ
~

．
す
。
：
と
し
の
豊
作
で
七
五
〇
ト
ン
余
る
。
~

二
J

と
で
す
か
な
。
~
て
い
る
ん
で
す
ね
。

i


